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鋳鉄ボンド砥石による電解イン

(ELID)鏡 面研削
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平成 9年 3月頭記の研究業績により生産技術分野では最高の賞とされる大河内記念技術賞の栄誉に援

かることとなつたが,そ の内容と経過について記すこととする.
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図 1に この研究の経過を示すが,そ の発端は極めて古い。

本所松永名誉教授のもとで助手をしていた萩生田博士 (後

に本所講師)が ,第 2部 中川研究室に移籍 した1979年から

始まっている.丁 度当時鋳鉄粉とその焼結技術を完成され

ていたこともあり,こ れを利用 してラップ盤を製作 してみ

たいという申し出を受け入れたのが,後 に刈込博士を加え

て図 2に 示す鋳鉄ボンド砥石の開発のきっかけとなってい

る。実際には砥石作 りは冨士ダイスl■lの注目することとな

り,比 較的早い時期に実用化され販売されることとなった。

この砥石は当初なかなか使用 し難 く用途が見付からなかっ

たが,研 削加工の研究に加わった日本工業大学鈴木清教授

(当時本所助手)と 富山県立大学の植松哲太郎教授 (当時

本所研究員)ら によってフアインセラミックスの高能率研

削に適することがわかり大きな話題となった。この成果に

より冨士ダイスは1985年の日刊工業新聞社の10大新製品賞

を得ている。

実は鋳鉄ボンド砥石が開発されるきっかけとなった鋳鉄

粉 と鋳鉄の焼結技術の研究は,ラ ップ盤の研究から更に数

年逆のぼり,そ の最初のスタートは1975年頃であり,今 か

ら約20年以上も前の話である。当時将来性があるといわれ

た粉末鍛造に興味を持ち,こ の原料を切削切屑へ転換 しょ

うと試みていた。粉砕 しにくい鋼切屑から鋳鉄粉に転向し

たのが鋳鉄の焼結技術に取組むきっかけとなった。鋳鉄粉

の焼結については, 3人 の博士が誕生 した。それぞれ鋳鉄

粉焼結を最初に取組んだチャンドラ ・COシ ャルマ氏 (現

*理
化学研究所

**東
京大学生産技術研究所 第 2部

***東
京都立航空工業高等専門学校

ドレッシング

THK勤 務),脱 炭鋳鉄粉の発見につながった載豊樹氏 (現

アイシン精機勤務),さ らに焼結機構を解明し,球 状黒鉛

鋳鉄の球状化機構で気泡説を見事に裏付けることに成功 し

た塙健三氏 (現三井金属勤務)と ,そ れぞれ後に鋳鉄ボン

ド砥石製作の基礎をつ くった。

鋳鉄ボンドダイヤモンド砥石は非常に砥粒保持力が強い

砥石ではあつたが, 日立て性が悪 く切れ味に劣る欠点が

あった。そこで超音波振動をかけたり,研 削液中に粉末を

混入 したり,放 電加工を併用 したりといつた工夫が続けら

れていた。そんな中で当時修士課程の学生であった大森整

氏 (現在理化学研究所研究員)が 電解 ドレッシング法に成

功 したものである。確かに最初の成功は本人も予想外で

あったようであるが,筆 者自身もこのように発展すると予

想 してテーマ設定をした訳ではない:同 氏は当時筆者が主

任研究員をしていた理化学研究所の素形材工学研究室へ研

修生として在籍 していたこともあり,そ の後は理化学研究

所の高橋氏と二人三脚で今 日まで発展させてきたものであ

る。

今振 り返ってみると,こ の研究の成功は幸運に恵まれた

面もあったと言わざるを得ない。後に明らかとならたこと

であるが,同 じ考えでは随分以前に米国のノー トンという

砥石メーカと工技院の機械技術研究所で行われていた。い

ずれも理由があって成功 してなかったのであるが,そ れに

しても我々の条件選択が正 しかったことは極めて幸いで

あった。さらに付け加えるとすれば, もし先人の失敗を事

前に知っていたら,ひ ょっとしたらこの試みは実行されな

かったかも知れないと思うとき何か運命のようなものを感

ずる。そんなことを言い出せば,そ れ以前の研究の一つで
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鋳鉄ボンドダイヤモン ド砥石の開発

鋳鉄ボン ドダイヤモン ド砥石発売

MCに よる高能率研削,鋳 鉄ファイバボン ド砥石の開発

シリコンの研削加工=鋳 鉄ファイバボン ド砥石の発売

電解インプロセス ドレッシング研削の研究

ELID電源および ELID研 削液の販売,各 種研削盤開発 ・発売

ELID研削研究会設置

図1 研 究開発の経過年表

6-8tonノ cn12      1140℃

図 2 鋳 鉄ボンドダイヤモンド

も欠けていれば,今 回の成果が存在 してなかったことは明

らかである。

ELID研 削法が見付けられた後の今 日の発展を築いたの

は大森整氏である。彼のその後の努力は大変なもので敬服

に値する。研削加工は切削加工と並んで非常に長い歴史を

持つ一般的な加工法である.そ れだけに現在多 くの企業で

広 く活用されることとなり,こ んな一般的な技術にこのよ

うな画期的とも言える技術が残されていたとは誰も予想し

なかったことだろう。原理は図3の ように鋳鉄の母地を電

気分解によって少しづつ除去しながら,ダ イヤモンド砥粒

の目立てをしていくという極めて単純なものである。これ

により切れ味が向上したどころか,微 細砥粒でも目づまり

の問題が一挙に解決し,鏡 面研削という研削加工における

夢が実現した。
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ドレッシング後

図 3 ELIDの 効果

砥石摩耗状態

←___電 解による
ドレッシング

(BK7, φ 100mm)S:ウ ェハ (φ4イ ンチ)

図4に鏡面研削の例を示すが,今やガラス,セラミック,
電子材料といった硬脆材料やハイテク材料に広く用いられ
るようになっている。   .

振り返ってみると今日までの研究開発には,実験に供し
た多くの工作機械を含め莫大な研究費を費やしている。そ
れらはほとんど民間企業からの寄付金と研究資材の提供で

まかなわれた.こ のような熱心で継続的な応援がなければ

今日の発展は考えられない。我 関々係者は,お世話になっ
た多くの方々と企業には心から感謝している。
単純な加工や技術こそその与える影響は大きなものであ

る。広 く活用されている研削加工の分野で歴史に残る加工

技術を当生産技術研究所から生み出すことが出来たことを

(中川威雄 記 )

(1997年6月13日受理)

図 4

非球面レンズ

鏡面研削の例

心から誇りに思っている。


